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コ＊ 1、レオパルディ、デ・サンクティス＊ 2 の著作を思い浮かべてみてください。あるいは、
もちろん別にマキアヴェッリやヴィーコの著作でもかまいません。そうすると、イタリア
＊ 1　Vincenzo Cuoco(1770-1823) 文筆家、法学者、政治家、経済学者。主著は『1799 年ナポリ革命に
ついての史論』（1801 年）。
＊ 2　Francesco de Sanctis(1817-1883) 文芸評論家。主著は『イタリア文学史』（1870 年）。

















































































































































＊ 3　Jean Bodin(1530-1596) フランスの法学者、経済学者、政治理論家。
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　1960 − 70 年代にイタリアで始まった政治論争が、いっそう革新的な理論、すなわち、
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レ ス ・ コ ギ タ ン ス
考するものと延










































＊ 4　1799 年 1 月の革命によって建国されたパルテノペ共和国が王党派の攻勢によってわずか半年で崩壊
し、ジャコバン派の王侯や知識人の多くが処刑されたり収監や亡命を余儀なくされたことを指す。
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                                                                （2011年3月4日　京都大学大学院人間・環境学研究科にて講演） 
　　※　リポジトリ化にあたり、本稿は、誌面で発表されたものに少なからず訂正を施した。
　　　　訂正は多賀が担当し、最終的な確認は、池野・多賀が共同でこれにあたった。
